
会議の名称 平成 28年度 第 1回 栃木中央地域会議 

開催日時 平成 28年 4月 28日（木）18時 30分開会～20時 34分閉会 

開催場所 栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 0人 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

別記 1 出席者及び事務局 

○出席者（委員） 

会 長 佐山 正樹     副会長 石河 不砂     委 員 池添  亮 

委 員 大浦 兼政     委 員 大波 龍郷     委 員 鬼塚  修 

委 員 木村 隆夫     委 員 下田 明範     委 員 杉山  栄 

委 員 鈴木 林彌     委 員 髙瀬  淳     委 員 中尾 秀美 

委 員 町田 爽起夫    委 員 村田 弘子     委 員 若林 芳明 

委 員 渡邉 一浩 

 

○欠席者（委員） 

委 員 臼井 義雄     委 員 山口 真右 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 早乙女 洋（総合政策部長） 

 大橋 嘉孝（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 清水 孝之（地域づくり推進課長補佐） 

 福田 英臣（地域づくり推進課主任） 

 鈴木 晃子（地域づくり推進課主事） 

 臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 

○その他出席者 

【教育委員会事務局教育部】 

 木村 信孝（教育総務課長補佐） 



別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

 

1 開 会 

 

2 あいさつ 

早乙女総合政策部長、佐山会長 

 

3 委員及び職員紹介（自己紹介） 

  

 4 議事 

  (1)栃木市立小中学校適正配置基本方針について 

    担当課より『栃木市立小中学校適正配置基本方針』を配布し説明。 

    方針の概要、スケジュールについて、担当課の説明のとおり了承。 

 

  (2)今後の地域予算提案制度のスケジュールについて 

    今後のスケジュールについて、事務局の説明のとおり了承。 

 

  (3)地域課題抽出のためのラウンドテーブル 

    意見交換後、今後の課題抽出の取り組みについて、事務局の説明のとおり了承。 

 

 5その他 

  (1) 宇都宮市姿川地区まちづくり協議会の活動内容について 

    当該協議会の活動内容について、事務局の説明のとおり了承。 

 

  (2)旧栃木警察署跡地土地利用事業者について 

    旧栃木警察署跡地土地利用事業者について、事務局の説明のとおり了承。 

 

  (3)栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）の配布 

    栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）を配布し、事務局の説明のとおり了承。 

 

  (4)次回の開催予定について 

    平成 28 年 5 月 26 日(木) 午後 6時 30 分～ 市役所本庁舎 3階 正庁 

 6 閉会 

 

 

 



別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

委員 

 

 

担当課 

 

1 開会 

 

2 あいさつ 

  早乙女総合政策部長、佐山会長によるあいさつ 

 

3 委員及び職員照会（自己紹介） 

委員自己紹介 

事務局職員自己紹介 

 

4 議事 

(1)栃木市立小中学校適正配置基本方針について 

 

 適正配置の基本方針を定めた理由ですが、昭和 59 年をピークに昭和

60 年代以降の児童生徒数の減尐の過程において多くの小中学校で小規

模校化が進んでいます。一方で開発等により大規模校化した学校も存在

するなど、学校運営や指導体制等への様々な影響が懸念されるようにな

りました。 

平成 27年度において、国の学校規模の標準である 1校当たり 12学級

から 18 学級を下回る小学校が全体の 60%、中学校においても 64%を占

めており小規模校化が進んでいます。 

こうした中、学区審議会を設置し平成 27年 2月に小中学校の適正規模

や通学区域の課題等を諮問し、平成 28年 1月に答申を受けました。この

答申を踏まえ、教育上及び学校運営上の諸課題等を解消するとともに公

平な教育環境を整え、教育の質の向上を図るために栃木市立小中学校適

正配置基本方針を策定しました。 

【栃木市の小中学校の現状と今後のスケジュールについて説明】 

 

 ありがとうございました。皆様からご質問はございますか。 

 

 適正配置の期限などはありますか。 

 

 

 予定としまして、現在小規模特認校制度を市内 4 校で適用しておりま

す。今年度も入れた 3年間で経緯を確認し、評価を行います。 



 

 

 

 

委員 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

現在、小規模特認校では学区外から生徒を集める動きがあります。こ

れは、統廃合とは矛盾した政策なので、まずは 3 年間様子を見ながら今

後の方針を検討します。 

 

今後、小中学校の一貫教育が重要になっていくと思いますが、統廃合

との関係性はありますか。 

 

教育委員会では、平成 29年度から小中一貫教育の推進に向けて具体的

な取り組みを行ってまいります。中学校のエリアごとにブロック分けを

行い、各エリアでの会議等を設け、ブロックごとに小中一貫教育を行い

ます。 

また来年度より、市内全域にコミュニティスクールを導入します。コ

ミュニティスクールとは、校長の策定する基本方針を保護者や自治会、

地域コーディネーターによる運営評議会が承認を行うことで、地域全体

で子ども達の学びを支えるというものです。 

 

他に質問がなければ次の議題に進ませていただきます。 

ありがとうございました。担当課の方はご退席ください。 

 

(2)今年度の地域予算提案のスケジュールについて 

 

【年間のスケジュール、地域予算提案制度の限度額、平成 28年度実施さ

れる地域予算制度事業の報告】 

 

ありがとうございました。 

質問などないようなので次の議事に進みます。 

 

(3)地域課題抽出のためのラウンドテーブル 

 

【2 班に分かれ、昨年度の地域予算提案制度の改善点及び今年度の提案

に向けて意見交換を行う】 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

5 その他 

 

(1)宇都宮市姿川地区まちづくり協議会の活動内容について 

 

 姿川地区まちづくり協議会（以下、「協議会」）を訪問し、どのような

活動をしているのか宇都宮市の職員から説明を受けました。まちづくり

実働組織立ち上げの参考資料としてお伝えするものです。 

 協議会の大きな特徴として、プロパーのスタッフの雇用、報酬体系が

挙げられます。スタッフの報酬について協議会の予算は限られているの

で、地区社協、自治会連合会の職員を兼ねるという形で 3 つの組織から

報酬が出ているそうです。 

 

【立ち上げまでの流れ、協議会の予算、実施事業について資料を基に説

明】 

 

ありがとうございました。この件につきまして、質問はありますか。 

 

協議会は、法人格を持っていますか。 

 

持っていません。今後の取得予定もないとのことでした。 

 

スタッフの担当業務について説明をお願いします。 

 

協議会の庶務のほか、企画も担当しています。行政にも各種団体にも

属さない第三者の立場から、アドバイスをすることを意識しているとの

ことでした。 

 

3 つの団体から報酬が出ているという話でしたが、安定した生活を維

持できる程度の報酬が出ているということですか。 

 

正確な金額は聞いておりませんが、十分な報酬がなければ活動を継続

することも難しいので、そのための工夫であるとのことでした。 

 

 

宇都宮にも市民活動推進センターがありますが、地区市民センターや

自治会との関係はどのようなものですか。 



 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

佐山会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

あくまで協議会の職員である為、直接的なつながりはありません。 

 

宇都宮市以外の地域でもこのような組織はありますか。 

 

申し訳ございません。確認させていただき、後日報告します。 

 

今後、協議会の見学や担当の方にお話を聞くことはできますか。 

 

先方に確認をさせていただきます。 

 

栃木中央地域との環境の違いを事前に確認していただき、有意義な見

学や訪問ができるよう調整、企画をお願いします。 

 

事務局に協議会について調査したうえで、見学等について調整をしてい

ただくという事でよろしいでしょうか。 

 

【一同了承】 

 

(2)旧栃木警察署跡地土地利用事業者について 

 

・1月 12日に栃木中央地域から意見書を提出したことを受けて、担当課

から報告があった。 

・旧栃木警察署跡地土地利用事業者について以下の理由から、優先交渉

権獲得者なし。 

①近隣にドラッグストアが既に複数店舗あるため、不要ではないか。 

②臨時駐車場としての利用が難しい。 

 

イベント時の臨時駐車場としての利用、商業施設等による中心市街地

活性化の両方を踏まえて再検討をするとの結論になったことを報告。 

 

(3)栃木市都市計画マスタープラン(改訂版)の配布 

 

【概要版を配布し、平成 26年度の岩舟町合併により、旧岩舟町分の区域

を追加したことを説明】 

 



 

事務局 

 

 

 

 

 

(4)次回以降のスケジュールの説明 

・原則毎月第 4木曜日に行う。 

・次回開催予定 平成 28年 5月 26日(木) 午後 6時 30分～ 

市役所本庁舎 3階 正庁 

 

6 閉会 

 

 


